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2はじめに

◼ 三次②の効率的な調達については、第38回本小委員会（2023年4月26日）において、現行の3σ相当値を
調達したうえで余力を時間前市場に供出する案（案①）と、1σ相当値を調達したうえで不足すると判断した場合
には時間前市場から追加調達を行う案（案②）を提示し、案②を基軸に検討するとしたところ。

◼ また、案②の採用にあたり、第40回本小委員会（2023年6月29日）において、検討すべき4つの論点を提示し、
そのうち、「追加調達分の確保ができなかった際の運用」・「追加調達時に関する費用」・「追加調達の判断基準」に
ついて、継続検討課題としていた。

◼ 本日は、「追加調達の判断基準」 に関連する論点について、整理を行ったため、ご議論いただきたい。

出所）第40回需給調整市場検討小委員会（2023年6月29日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_40_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_40_haifu.html


3（参考） 案②の検討における今後の進め方

出所）第40回需給調整市場検討小委員会（2023年6月29日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_40_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_40_haifu.html


4（参考） 需給調整市場における検討課題について

出所）第41回需給調整市場検討小委員会（2023年8月17日）参考資料1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_41_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_41_haifu.html
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6三次②の効率的な調達に関する検討の全体像

◼ 三次②の効率的な調達に関する検討は、様々な事象が複雑に絡むため、改めて全体像について整理を行った。

◼ 今回は、赤枠の内容についてご議論いただき、黒枠の内容については引き続き検討することとしたい。

追加調達判断基準

【算定式】
前日市場での必要量を
どのように算定するか

効率的な調達により、
どの程度必要量の低減
効果が期待できるか

低減効果

論点①

論点③

妥当性確認

論点②

考え方・方向性

【実施タイミング】
何時（X時）に

追加調達を行うか

考え方・方向性

【基準】
追加調達の判断

基準に何を用いるか

具体的な
妥当性確認結果

考え方・方向性

【算定式】
追加調達量をどのよう

に算定するか

考え方
（確認方法）

赤枠：今回議論
黒枠：引き続き検討

追加調達
実施タイミング

前日必要量

追加調達量

論点④

追加調達費用

買い入札時の
価格規律や

追加調達費用を
どのように扱うか

（国と連携して検討）

三次②の
効率的な
調達の実現



7三次②の効率的な調達における検討事項

◼ 三次②の効率的な調達について、第41回本小委員会（2023年8月17日）までの整理および今回の検討事項
については以下の通り。

項目 第41回本小委員会までの整理 今回の論点

効率的な調達方法
【案②：前日に1σ相当値を調達し、時間前市場にて追加調達を
行う】を軸に検討を進める

ー

低減分の追加調達可否
本施策によって時間前市場の供出量が増加する可能性も踏まえると
殆どのコマで追加調達は可能と考えられる

ー

安定供給面の影響
時間前市場において、追加調達分の確保が出来なかった際は余力
活用契約（緊急時）に基づく対応とする※ ー

前日市場での必要量 前日に1σ相当値を調達する
（論点①）前日市場での必要量
をどのように算定するか

追加調達の
実施タイミング

決まった時間に一括で追加調達実施を判断する
具体的なスケジュールは引き続き検討

（論点②）何時（X時）に追加
調達を行うか

追加調達

判断基準
（閾値）

判断基準（閾値）をどうするか引き続き検討
（論点③）追加調達の判断
基準（閾値）に何を用いるか

追加
調達量

追加調達量をどうするか引き続き検討
（論点④）時間前市場での追加
調達量をどのように算定するか

※ 第41回本小委員会資料2において、追加調達分の確保が出来なかった際は余力活用契約（緊急時）に基づく対応とした。
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9前日市場での三次②必要量について（１／３）

◼ 第40回本小委員会において、案②（前日に1σ相当値を調達し、時間前市場にて追加調達を行う）を基軸に、
検討を行うこととした。これを踏まえ、効率的な調達における前日市場での三次②必要量について整理した。

◼ 現行の三次②必要量は、前日からGCまでの再エネ予測誤差に対応することとしており、一次から三次①（以下、
週間商品）によりGC以降の再エネ予測誤差に対応することから、その算定方法は、全体の再エネ誤差量である
「前日から実需給の誤差」から、「GCから実需給の誤差（週間商品の対応分）」を控除することとしている。

【現算定式】：「前日予測値-実績値」の3σ相当値 - 「GC予測値-実績値」の3σ相当値

◼ この点、三次②の効率的な調達においては、三次②としての最低限必要な調整力として1σ相当値を調達すること、
ならびに週間商品（GC以降の再エネ予測誤差対応分）についても1σ相当値の調達になっていることを踏まえると、
案Aの算定式とすることが考えられる。

【案A】：「前日予測値-実績値」の1σ相当値 - 「GC予測値-実績値」の1σ相当値

三次②必要量

「GC予測値 ー 実績値」
の再エネ予測誤差の3σ相当値

「前日予測値 ー 実績値」
の再エネ予測誤差の3σ相当値

【現算定式】

週間商品対応分

「GC予測値 ー 実績値」
の再エネ予測誤差の1σ相当値

「前日予測値 ー 実績値」
の再エネ予測誤差の1σ相当値

【案A】

三次②必要量

週間商品対応分



10前日市場での三次②必要量について（２／３）

◼ 他方、週間商品の効率的な調達においては、週間市場で1σ相当を調達し、追加調達の判断基準を満たした場合、
前日市場で追加調達（「3σ相当値－1σ相当値」を追加調達）する、言い換えると、週間商品を追加調達しない
場合は1σ相当値、追加調達する場合は3σ相当値を調達することになる。

◼ これを踏まえると、三次②の必要量算定式としては、週間商品の追加調達有無に応じて、算定式を使い分けること
も考えられる（案B）。

【案B】：

＜週間商品の追加調達実施＞

「前日予測値-実績値」の1σ相当値 - 「GC予測値-実績値」の3σ相当値（週間商品対応分）

＜週間商品の追加調達なし＞

「前日予測値-実績値」の1σ相当値 - 「GC予測値-実績値」の1σ相当値（週間商品対応分）

三次②必要量
三次②必要量

「前日予測値 ー 実績値」
の再エネ予測誤差の1σ相当値

【案B】

週間商品
追加調達

実施未実施

「GC予測値 ー 実績値」
の再エネ予測誤差の1σ相当値

「GC予測値 ー 実績値」
の再エネ予測誤差の３σ相当値

週間商品対応分 週間商品対応分



11前日市場での三次②必要量について（３／３）

◼ この点、本来的には、案Bが週間商品の調達状況と整合した三次調整力②必要量になると考えられる。

◼ 一方で、これらの対応（必要量テーブルの使い分け）については、当面の間、ハンド対応等の暫定対応になるため、
案Aと比較し業務負担が増加することに加え、導入済の「共同調達」や「アンサンブル予報を用いた必要量の算定」
との併用することを考慮すると、より一層必要量の算出が複雑になることが想定される。

◼ 実務上の業務負担を低減するためにシステム化することも考えられるが、システム化には相応の時間がかかることが
想定されることから、効率的な調達における必要量低減を早期実現するために、まずもってハンド対応可能な案Aと
することが望ましいと考えられる。

◼ 以上より、実務面および早期実現性を考慮して、案Aを効率的な調達における前日市場での三次②調達量とし、
将来的にシステム化等業務負担低減の目途が立った際には、案Bに切り替えることを検討してはどうか。

週間商品の追加調達有無 前日市場で調達する三次②算定式

案A
- 「前日予測値-実績値」の1σ相当値 –

「GC予測値-実績値」の1σ相当値 (週間商品対応分)

案B

追加調達実施
(週間商品で3σ相当を調達)

「前日予測値-実績値」の1σ相当値 –
「GC予測値-実績値」の3σ相当値 (週間商品対応分)

追加調達未実施
(週間商品で1σ相当を調達)

「前日予測値-実績値」の1σ相当値 –
「GC予測値-実績値」の1σ相当値 (週間商品対応分)



12（参考） 必要量テーブルの使い分け

◼ 三次調整力②共同調達においては、共同調達エリアの組み合わせパターンごとに必要量テーブルを作成し、再エネ
予測値や連系線の空き容量に応じてテーブルを使い分け、必要量を算出している。

◼ また、アンサンブル予報を用いた必要量算定においては、気象会社にて、日射量予測等を踏まえた翌日予測信頼度
を高（A）、低（B）とランク付けし、必要量テーブルの使い分けを行っている。

◼ これらの共同調達とアンサンブル予報を併用するために、共同調達の低減効果とアンサンブル予報による低減効果を
比較し、共同調達の低減効果が高い場合、低い場合で更に必要量テーブルの使い分けを行っている。

◼ 上記に加えて、前日市場における三次②必要量を案Bとすると、週間商品の追加調達有無による必要量テーブルの
使い分けも必要になることから、ハンド対応が主な現在においては、業務が非常に煩雑になることが考えられる。

出所）第20回需給調整市場検討小委員会（2020.12.11）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_20_haifu.html

共同調達エリア 共同調達エリアの組み合わせパターン
(必要量テーブルの作成パターン)

東(東北/東京) 東北＋東京

中西
(北陸/関西/中国/四国/
九州)

北陸＋関西
・・・
北陸＋関西＋四国
・・・
北陸＋関西＋中国＋四国
・・・
北陸＋関西＋中国＋四国＋九州

前頁案Bだと、これらのテーブルを週間商品の追加
調達の有無により更に細分化する必要があるため、
非常に煩雑となり人間系での対応は困難

【共同調達の業務フローと概要】

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_20_haifu.html
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14追加調達の実施タイミングについて

◼ 再エネの予測は定性的には、実需給に近づけば近づくほど、精度が高くなると考えられる一方で、実需給に近ければ、
時間前市場で取引できる玉は少なくなるものと考えられることから、追加調達の実施タイミングについては、再エネの
予測精度向上と時間前市場取引機会の両方を踏まえて決める必要がある。

◼ 予測精度については、現行の前日通知において、前々日21時※の気象情報をもとに約7時間かけて再エネ出力予
測を行った結果を前日6時に通知している。この点、効率的な追加調達において、前日17時（時間前市場開場）
以降の再エネ出力予測を前日9時※以降の気象情報をもとに行うこととなるため、12時間でどの程度予測精度が
向上しているかが重要となる。

◼ また、時間前市場（あるいはその時間帯）では、三次②余剰分の時間前市場への売り入札（領域a）やBG下げ
代不足対応（ユニット解列であり実質、三次②売り行動と同義）も実施予定であり、買い行動（追加調達）の
後に売り行動（あるいはその逆）を行うことは合理的ではないと考えられることから、具体的な実施タイミングやその
頻度については、それらとの整合も踏まえ、更なる検討を行ったうえで別途お示しすることとしたい。

9

＜前々日＞

気象情報

16 17 21

気象情報
FIT特例①
2回目通知

0

＜前日＞

【気象情報と再エネ出力予測の関係】

FIT特例①
1回目通知

6

前日通知の追加

12時間程度後ろ倒し（予測精度向上）

9

12時間程度

※ 気象庁の情報取得時刻

前日9時以降の気象情報をもとに
追加調達を判断することが考えられる

X

三次②
追加調達



15（参考） 気象庁の情報取得からFIT通知までに要する時間

出所）第43回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2019年9月30日) 資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/2019_chousei_jukyu_43_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/2019_chousei_jukyu_43_haifu.html


16（参考） 前日FIT通知における気象庁の情報取得時刻

出所）第43回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2019年9月30日) 資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/2019_chousei_jukyu_43_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/2019_chousei_jukyu_43_haifu.html


17（参考） 領域aの時間前市場供出スケジュールについて

出所）第36回需給調整市場検討小委員会(2023年3月2日) 資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_36_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_36_haifu.html


18（参考） 三次②時間前供出

出所）第29回需給調整市場検討小委員会(2022年6月24日) 資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html


19（参考） BG下げ代不足対応について

出所）第40回需給調整市場検討小委員会(2023年6月29日) 資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_40_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_40_haifu.html
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21追加調達判断基準の検討の進め方について

◼ 第40回本小委員会において、週間商品における追加調達の判断基準として、週間断面での調達量を3σ相当値
（誤差実績のほぼ100%程度をカバー）から1σ相当値（誤差実績の84% 程度をカバー）へ低減する場合、
言い換えると、誤差実績の16%程度の場合には追加調達が必要という考え方のもと、判断基準を決定した。

◼ この点、三次②においても週間商品と同様に前日市場での調達量を3σ相当値（誤差実績のほぼ100%程度を
カバー）から1σ相当値（誤差実績の84%程度をカバー）へ低減することを踏まえると、週間商品の判断基準の
考え方を踏襲する方法も考えられるところ、三次②の追加調達判断基準について検討を行った。

出所）第40回需給調整市場検討小委員会（2023年6月29日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_40_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_40_haifu.html


22三次②追加調達の判断基準の考え方について（１／３）

◼ 週間商品においては、週間断面（予備率最小断面）での広域予備率をもとに、不足インバランス発生時の下位
16% に該当する広域予備率実績（週間断面で12%）を、追加調達の判断基準と設定した。

◼ 他方、三次②については第38回本小委員会でお示ししたとおり、広域予備率と再エネ予測誤差についての関係性
を導き出すことができないため、他の指標をもとに検討する必要があるところ。

◼ この点について、三次②追加調達判断基準を検討するにあたり、まずは追加調達判断時点で利用可能なデータに
ついて整理を行った。

◼ 追加調達判断時点（以下、X時）に有している再エネ予測データは以下のとおり。

✓ 前日出力配分時点における再エネ出力予測の48点データ（以下、前日予測値）

✓ X時時点における再エネ出力予測の48点データ（以下、X時予測値）

＜前日＞

6 12 14

三次②
必要量登録

＜当日＞

FIT特例①
再通知

※最新の再エネ予測値は都度更新される

三次②
入札〆

追加調達
判断時点(X時)の

再エネ予測値

X時16

FIT特例①
1回目通知

＜前々日＞

【三次②に関するスケジュール】

10

FIT特例③
SP市場へ入札

前日予測値



23（参考） 週間商品の追加調達の判断基準

出所）第40回需給調整市場検討小委員会（2023年6月29日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_40_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_40_haifu.html


24（参考） 週間商品の追加調達の判断基準の考え方

出所）第40回需給調整市場検討小委員会（2023年6月29日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_40_haifu.html

◼ 週間商品の追加調達の判断基準の考え方は、インバランス率をもとに、不足インバランス側の下位16%である広域
予備率12%を基準とした。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_40_haifu.html


25（参考） 三次②追加調達判断における広域予備率との関連

出所）第38回需給調整市場検討小委員会（2023年4月26日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_38_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_38_haifu.html


26三次②追加調達の判断基準の考え方について（２／３）

◼ X時時点で利用可能なデータを踏まえると、X時で下振れしている場合、実需給断面でも下振れしている可能性が
高いと思われることから、X時時点で、どの程度下振れしているかによって判断する方法が考えられる。

◼ この点、天候により再エネ出力は大きく異なり、再エネ出力値（絶対値）で判断をすると、出力予測の低下の程度
を捕捉することが困難となることから、前日予測値とX時予測値の比率で評価することが望ましいと考えられる。

◼ 具体的には、過去の「X時予測値/前日予測値」の分布のうち、再エネ予測値が下振れした中で下位16%となった
場合に追加調達することが考えられるのではないか。

◼ また閾値としては、週間商品が1つの値（広域予備率12%）としていることから、三次②においても同様に、再エネ
予測の下振れ下位16%の比率である1つの値とすることが考えられる。

1.0 1.1 1.20.90.8

サンプル数

16

34

50

30

12

8

上振れ
（考慮しない）

下振れ

【判断基準値の簡易的なイメージ】

X時予測値/前日予測値閾値

追加調達
実施



27三次②追加調達の判断基準の考え方について（３／３）

◼ 一方で、週間商品同様、三次②における追加調達判断基準についても、一定の割り切りを行ったうえでの整理と
なっている。

◼ このため、週間商品同様、前述の追加調達判断基準の妥当性確認が必要になると考えられる。

◼ 具体的には、追加調達がされなかった断面における不足量が最大となる断面において、三次②事後検証と同様に、
不足量および実需給の運用状況を確認することで、追加調達未実施時の安定供給上の影響を確認する方法が
考えられる。

◼ これらは、追加調達の実施タイミング（X時）によって、閾値自体が変わり得る（追加調達がされない断面が変わり
得る）ことから、先述の実施タイミング（X時）の論点と合わせて、引き続き、検討することとしたい。



28（参考） 週間商品の追加調達の判断基準の妥当性

出所）第40回需給調整市場検討小委員会（2023年6月29日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_40_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_40_haifu.html
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3. （論点②）追加調達の実施タイミングについて
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30三次②追加調達量について（１／２）

◼ 前日段面で1σ相当値の調達を行うものの、不足が見込まれる場合は、時間前市場において追加調達を行うことと
なるため、この追加調達量についても検討を行う必要がある。

◼ 週間商品においては、追加調達判断をした際に3σ相当値を確保するため、「3σ相当値－1σ相当値」を追加調達
量としている。

◼ 三次②についても週間商品同様に、「3σ相当値 – 1σ相当値」を追加調達量とすることが考えられるが、他方で、
再エネ予測値は実需給に近いほど予測精度の向上が期待されるなかで、追加調達時には、より実需給に近いX時
予測値も利用可能であることから、これらを踏まえたうえで追加調達量を算出する方法も考えられるところ。



31三次②追加調達量について（２／２）

◼ 前述の内容を踏まえ、前日時点とX時時点の再エネ予測値を用いた追加調達量の算定式を検討する。

◼ 追加調達する場合には、既に前日（6時）時点からＸ時時点にかけて予測値の下振れが発生していることとなって
いることから、この下振れにも対応する必要があると考えられる。

◼ これを踏まえて、追加調達の算定式は以下のとおりとしてはどうか。

追加調達量：X時時点の必要量 ＋ 予測値の下振れ量 － 前日調達量

＝（「X時予測値-実績値」の3σ相当値 - 「GC予測値-実績値」の1σ相当値）

+ （前日予測値 – X時予測値）

－ （「前日予測値-実績値」の1σ相当値 - 「GC予測値-実績値」の1σ相当値）

前日時点

発電予測値
[kW]

【追加調達量のイメージ（数値は一例）】

X時時点（下振れ）

：X時時点における3σ相当値

：前日市場での三次②調達量（前日時点における1σ相当値）追加
調達量

：予測値の下振れ量（前日予測値 – X時予測値）

：前日時点における3σ相当値

【追加調達量算定式】
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60

80

40

追加調達量＝60+10－40＝3030

60



32（参考） 再エネ予測誤差の精度向上について

◼ 再エネの予測精度向上確認するため、前日朝の再エネ予測誤差（前日予測誤差）と、前日夕方の再エネ予測
誤差の比較を行った。

◼ その結果、大宗の断面において、実需給に近い前日夕方の予測誤差の方が、前日朝の予測誤差に比べて、再エネ
予測精度が向上していることが確認できる。

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【12時～12時30分コマの予測誤差3σ相当値※】

※予測誤差3σ相当値は、各月誤差実績から算出した3σ相当値の各エリア合算値
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34今後の検討の進め方

◼ 今回、三次②の効率的な調達における追加調達に関する検討事項について以下のとおり整理を行った。

◼ 引き続き、追加調達実施タイミングや追加調達判断基準の閾値等については検討を進めつつ、三次②における
効率的な調達のあり方については、国と連携のうえ検討を進めることとし、方針や実現時期については、別途お示し
することとしたい。

項目 本小委員会を含めた整理 今後の検討項目

前日市場での
必要量

・前日市場での調達量算定式は案A（前日予測誤差の1σ
相当値）とする

・効率的な調達による、必要量の低減効果
確認を実施

追加調達の
実施タイミング

・時間前市場への供出（領域a）やBG下げ代不足対応を
考慮する必要があり、引き続き検討する

・具体的な追加調達実施タイミングの検討

追
加
調
達

判断基準
（閾値）

・「X時予測値/前日予測値」の分布のうち、再エネ予測値が
下振れした中で下位16%となった場合、追加調達を実施する

・追加調達判断時刻を考慮した閾値の検討
・妥当性確認の実施

追加調達量
・X時時点の再エネ予測値を加味して、
【X時時点の必要量 ＋ 予測値の下振れ量 － 前日調達量】
とする

・効率的な調達による、必要量の低減効果
確認を実施

その他実務検討が
必要な項目

ー
・効率的な調達と「共同調達」、「アンサンブル
予報を用いた必要量の算定」の併用



35三次②の効率的な調達に関する検討の全体像（今回議論および今後の検討）

◼ 今回、三次②の効率的な調達に関する検討事項について、赤枠の内容について考え方や方向性を整理をした。

◼ 引き続き、前述の今後の検討の進め方も踏まえ、青枠の内容の検討を進めていく。

追加調達判断基準

【算定式】
前日市場での必要量

（算定式）をどうするか

効率的な調達により、
どの程度必要量の低減
効果が期待できるか

低減効果

論点①

論点③

妥当性確認

論点②

考え方・方向性

【実施タイミング】
何時（X時）に

追加調達を行うか

考え方・方向性

【閾値】
追加調達判断の
閾値をどうするか

具体的な
妥当性確認結果

考え方・方向性

【算定式】
追加調達量（算定

式）をどうするか

考え方
（確認方法）

追加調達
実施タイミング

前日必要量

追加調達量

論点④

追加調達費用

買い入札時の
価格規律や

追加調達費用を
どのように扱うか

（国と連携して検討）

三次②の
効率的な
調達の実現

赤枠：今回議論
青枠：今後の検討
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37まとめ

◼ 今回、三次調整力②の効率的な調達について、以下の項目の整理を行った。

＜前日市場での調達量＞

✓前日市場での調達量算定式は案A（前日予測誤差の1σ相当値）とする

＜追加調達判断基準（閾値）＞

✓「X時予測値/前日予測値」の分布のうち、再エネ予測値が下振れした中で下位16%となった場合、追加調達
を実施する

＜追加調達量＞

✓X時時点の再エネ予測値を考慮して、「X時時点の必要量 ＋ 予測値の下振れ量 － 前日調達量」とする

◼ 引き続き、 「追加調達の実施タイミング」や「追加調達判断の妥当性確認」、「効率的な調達による必要量の低減
効果」については検討を進めつつ、三次②における効率的な調達のあり方については、国と連携のうえ検討を進める
こととし、方針や実現時期については、別途お示しすることとしたい。


